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	製品名: DARPP-32（リン酸化Thr75）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04539
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は二機能性シグナル伝達分子をコードしています。ドーパミン受容体およびグルタミン酸受容体の刺激によってリン酸化が制御され、キナーゼまたはホスファターゼ阻害剤として機能します。ドーパミンの標的として、この遺伝子は神経疾患および精神疾患の治療標的となる可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年10月],機能：タンパク質ホスファターゼ1阻害剤。,PTM：ドーパミンおよびサイクリックAMP調節性神経リン酸化タンパク質。,PTM：活性にはThr-34のリン酸化が必要。,類似性：タンパク質ホスファターゼ阻害剤1ファミリーに属する。,
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	DARPP-32（リン酸化Thr75）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	DARPP-32（リン酸化Thr75）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	フォルスコリン40nM 30μL処理したCOS7細胞ライセートのDARPP-32（リン酸化Thr75）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500希釈のPhospho-DARPP-32（T75）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

